
未来技術社会実装事業（令和２年度選定）

けいはんな学研区域（田原地域）における
自動運転車を起点とした地域主体のまちづくり

令和7年7月11日

四條畷市 田原支所 塩見 一郎
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四條畷市の概要



四條畷市の概要
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四條畷市の概要
東西に人口が集中



四條畷市の概要

東部地域 田原地域の風景

閑静な住宅街と田園風景

平成2年にまちびらきをした静かな住宅街とのどかな田園風景がひろがる地域
人口：約9,000人（約3,600世帯）

令和６年３月



地形的特徴
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田原台 田原地域の風景



地形的特徴
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グリーンホール田原
田原台センター
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高低差 約40m

延長 約1.5km
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これまでの取り組み

地域主体のまちづくり



地域主体のまちづくり
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自然

道路

医療

買い物

3%

19%

41%

65%

66%

78%

コミュニティバス

（日々の暮らしのアンケート結果）

買い物、医療
交通（コミバス）

最重要

田原地域の生活環境の不満足度の割合（H29アンケート）

調査期間：平成２９年５月１日から6月２０日
配布数：3342 回答数：1261 回答率37.7%



地域主体のまちづくり
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田原活性化対策本部会議 （平成29年11月～平成31年3月）



地域主体のまちづくり
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配食サービス、レストラン運営 緑豊かな田原を楽しむ 楽しいイベント体験健康づくり

田原活性化対策本部委員が考えるまちの将来像



未来技術社会実装事業
11

▼実装を目指す主な事業内容

ICT等生活や経済活動の利便性を向上させうる新たな技術
を巧みに活用しつつ、産官学と住民・地域コミュニティが参
加・活動して、よりよい地域社会、住みよい環境をデータドリ
ブンで創り上げていく、最適なまちづくりを進めていけるまち

・公共交通手段の確保・維持
・買い物に関する不便解消
・地域社会における住みよさの持続化

目指す将来像

解決すべき課題

2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

地域再生計画：けいはんな学研区域（田原地域）における、自動運転車を起点とした地域主体のまちづくり



未来技術社会実装事業
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田原地域における移動手段に関するアンケート調査 調査機関：R2.12.14からR3.1.15
９２０世帯に配布 回収率26％



様々なモビリティの視察
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カフェミーティング
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令和４年１月からこれまで１３回開催



これまでの実験
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

田 原 台
センター

田原小学校

阪奈サナトリウム
田原荘 他

ルート1
（往復2.4km）

走行ルート

ルート2
（周回3.1km）

グ リ ー ン
ホール田原

2021年度：ゆっくりカート乗車体験（手動運転）

▼ルート1（遊歩道） ▼ルート2（県道）

ルート検討

地域の拠点間をどのようにつなぐルート
とするかを実際に走行してみて検討

自動運転走行ルートに決定



理解醸成

これまでの実験
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2021年度：自動運転車デモンストレーション

小学校グラウンドで「ゆっくりカート」の自動運転車デモンストレーションを実施

▼自動で駐車車両を回避▼自動で横断歩道手前で停止



これまでの実験
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2022年度：自動運転車の実証走行
▼自動運転実施状況

運行ルート

自動運転車

安全性等の検証

自動運転車の走行や自動運転技術に対する
走行安全性および社会的受容性の検証



これまでの実験
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2022年度：自動運転車の実証走行
▼自動運転実施状況

ハンドル

制御PC運行ルート

自動運転車

安全性等の検証

自動運転車の走行や自動運転技術に対する
走行安全性および社会的受容性の検証



これまでの実験
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満足である

61%

やや満足

21%

どちらでも

ない

13%

やや不満 3%

不満である 1%

未回答・無効回答 2%

自動運転車

n=171

低速電気自動車

満足である

71%

やや満足

17%

どちらでもない 4%

やや不満 3%

不満である 2%

未回答・無効回答 2%

n=126

82% 88%

・サービスの満足度 ※利用者アンケート調査より

Q．本サービス全体の満足度についてお答えください。

利用者アンケート



これまでの実験
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特に迷惑だとは

思わなかった

67%

通行を阻害され迷惑だと

思ったが、地域内の移動

支援サービスとして仕方

ないと思った

24%

通行を阻害され迷惑であり、

速く走ってほしい、または走

らないでほしいと思った

1%

その他

8%

見かけた

58%

見ていない

36%

実証実験中、自家用車

に乗車していない

5%

無回答 2%

・実験車両（自動運転車・低速電気自動車）を見かけたか

・（見かけた方は）低速で走行する車両を見てどう感じたか ※地域住民アンケート調査より

n=192 n=111

Q．今回の実証実験中、自家用車に乗車（運転

または同乗）している際に、実験車両を見か
けましたか。

Q．（実験車両を見かけた方へ）実験車両がゆっく

り走行していることについてどのように感じま
したか。

地域住民アンケート



これまでの実験
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2023年度：導入する車両の比較検討

▼ミニバスタイプ

購入車両に決定

車両比較

これまでのカートタイプとは異なるミニ
バスタイプの可能性を検証するための
実験を実施し、実装する車両を選定

カフェミーティング

（8/4～14の期間中２１６人が乗車体験）

▼カートタイプ



社会実装
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2024年度：自動運転レベル２の社会実装

社会実装

2024年5月に「たわらコネクトカート」
の走行セレモニーを開催し、社会実装を
実現

「たわらコネクトカート」走行セレモニー (2024.5)



社会実装
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2024年度：将来的なレベル4自動運転の実装に向けた課題検討

遠隔監視システムの検証

車内外状況の常時監視等を実施し、
将来的な運行効率化を検証

遠隔監視センター

車載カメラ



社会実装
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2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2024年度：将来的なレベル4自動運転の実装に向けた課題検討

路車協調システムの検証

見通しの悪い交差点を右左折する際
の直進車両等の接近情報を自動運転
車に提供し、安全で円滑な走行を支援

路車協調成功例（死角から接近する車両を検知し自動停止）①センサにより状況把握
（接近車両の検知）

②自動運転車
に伝送

③車両側で情報を受信
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地域ボランティアによる運営



地域ボランティアによる運営
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受付

広報

運転



ボランティアによる運営
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企業等からの支援
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株式会社 美松
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今後の展望



今後の方向性
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出典．国土交通省資料

政府目標

「地域限定型の無人自動運転移動サービスについ
て、2025年度目途50ヵ所程度、2027年度
100ヵ所以上での自動運転移動サービスの実現」
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その他の取り組み



その他の取り組み
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管内の公共空地等を活用した地域の賑わい創出をめざし、土地活用に関する基本計画を策定

対象地A 対象地B

対象地D 対象地E

ワークショップを実施！

対象地A :田原台六丁目3番1
対象地B :田原台六丁目4番6
対象地D :田原台四丁目6番1他

対象地E :グリーンホール田原大字上田原1番地他

ワークショップの様子

令和５年度から６年度



その他の取り組み
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上のお魚の方を
お願いね♪

はーい♪

はーい♪

商品をお届け

ICT技術を活用した買い物支援実証実験

令和３年度から４年度



その他の取り組み
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対象者の
スマホへお知らせ

ピピッ♪

イノシシ捕獲と同時
に

センサー発動

ＩｏＴ技術を活用した罠センサー実証実験

認知症サポート
医

チーム
（医療職＋介護職）

本人・家族

オンライン参加
（iPad）

ICT機器を活用した認知症初期集中支援サポートにおける実証実験

桜の開花予測の実証実験

スマホサロンの開催



その他の取り組み
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未来技術社会実装事業交流会



ありがとうございました
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